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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社荏原製作所 

 

[企業 ID]  6361 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2021 年 12 月期第 3 四半期決算説明会 
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[ページ数]  20 
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（合計：44 分、登壇：15 分、質疑応答：29 分） 
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[登壇者]  2 名 

執行役 グループ経営戦略・人事統括部長   永田 修 （以下、永田） 

執行役 経理財務統括部長   細田 修吾 （以下、細田） 
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登壇 

 
松下：お待たせいたしました。本日はご多用のところ、株式会社荏原製作所、2021 年 12 月期第 3

四半期決算説明会にご参加いただきまして、誠にありがとうございます。 

定刻となりましたので、ただいまより、会を始めさせていただきます。 

本日の 15 時に決算関連の書類を、東証のプラットフォーム、ならびに当社ホームページに開示し

ております。そちらもご覧いただきながら、ご参加いただきますようお願い申し上げます。 

私どもの出席者をご紹介いたします。グループ経営戦略・人事統括・IR 担当執行役、永田でござ

います。 

永田：永田でございます。よろしくお願いいたします。 

松下：経理財務担当執行役、細田でございます。 

細田：細田でございます。よろしくお願いいたします。 
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松下：司会は経営企画部、松下が務めさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

本日のスケジュールでございますが、決算概要を永田より説明させていただき、その後に皆様から

のご質問をお受けいたします。終了時刻は 18 時 30 分を予定しております。 

また、本日の会議の内容は、Zoom のオンデマンドにて聞くことができます。詳細は、会議終了後

にメールにてご連絡いたします。 

それでは、永田より説明に入らせていただきます。

 

永田：改めてこんにちは。グループ経営戦略・人事統括部の永田です。 

本日はご多用の中、当社の決算説明会にご参加いただきましてありがとうございます。 

まずは、私から 2021 年 12 月期第 3 四半期の業績の概要および通期業績予想についてご説明させ

ていただきます。 
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それでは、スライドの資料の 3 ページをご覧ください。 

まず、当決算のポイントについてご説明いたします。 

当第 3 四半期決算は、コロナ禍からの経済活動の再開や、半導体需要の高まりなどを背景に、風水

力事業、環境プラント事業、そして精密・電子事業の各事業において前年同期の受注、それから売

上、営業利益を上回る結果となりました。 

9 カ月間の全社連結業績および風水力と精密の各事業に関しては、過去最高を更新いたしました。 

今期の通期の業績予想につきましては、8 月 13 日に公表しました業績予想に対して、半導体市場

における活発な設備投資が継続して、当社の受注も好調に推移していることから精密・電子事業の

受注高を 300 億円上方修正して、全社の受注を 7,310 億円にいたしました。 

売上営業利益の予想につきましては、8 月の公表値から変更はなく、営業利益は過去最高益となる

見込みでございます。 

なお、足元では資材価格の高騰とか部材調達の遅延、半導体不足などの影響が顕在化してきており

ますけれども、今期業績への影響は軽微と考えております。 
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引き続き、販売価格への転嫁や原価低減、それから調達網の見直しなどによって対策を講じていき

ます。 

また、5 月に決議して現在進行中の実行株式の取得状況ですけれども、10 月末の現在では取得金

額ベースになりますけれども、進捗率約 78%へと着実に推移している状況でございます。 

以上が、当決算の要点でございます。 

 

それでは、詳細の説明に入ります。4 ページをご覧ください。 

当第 3 四半期決算の連結業績になります。 

受注は前年同期から 2,103 億円増加して 5,768 億円。売上が 509 億円増加して 4,199 億円。 

営業利益に関しては、153 億円増加して 373 億円。営業利益率は 2.9 ポイント改善して 8.9%とな

っております。 

親会社の所有者に帰属する四半期利益は、123 億円増加して 246 億円と、受注・売上・営業利益、

最終四半期利益は、第 3 四半期累計期間においていずれも過去最高を更新しております。 
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続いて、5 ページ目をご覧ください。 

こちらはセグメント別のサマリーになります。各事業で、いずれも前年同期の業種を上回っており

ます。 

風水力事業では、建築設備市場や石油・ガス市場は需要が回復傾向にあって、受注・売上は、前年

同期を上回っております。 

営業利益は、中国市場の早期回復による増収に加えて、カスタムポンプ、コンプレッサ・タービン

の両事業における採算性向上が継続したことによって増益となっております。 

環境プラント事業につきましては、今期はごみ処理施設の新設や施設改修、それから長期包括案件

などの大型の案件の受注が増えてきていまして、受注は 1,000 億円を超えております。 

売上営業利益につきましても、前年同期を上回っております。 

精密・電子事業につきましては、顧客による設備投資の拡大の動き、それから、顧客の工場稼働率

も依然高い状況が継続したことで、受注・売上・営業利益はいずれも前年同期を大幅に上回りまし

た。 
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続いて、6 ページのほうをご覧ください。 

こちら、地域別売上収益構成になります。 

コロナ禍から需要回復によって、中国は各事業セグメントにおいて前年同期を上回って好調に推移

しました。一方で、ほかの地域では、需要の回復に差が見られました。 

風水力事業では、主に東南アジアでのコロナ感染の再拡大に伴うロックダウン、これによって工場

の一時的な操業規制などの影響を受けましたが、欧州、南米では需要の回復が見られております。 

それから、精密・電子事業においては、顧客の設備投資意欲は依然として高く、全地域で前年同期

を上回りました。 

セグメントごとの地域別売上収益は、16 ページにも掲載しておりますので、そちらもご参照くだ

さい。 
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続いて、主要セグメントごとの業績内容についてご説明いたします。それでは、7 ページをご覧く

ださい。 

まず、風水力事業についてです。 

受注に関しては、前年同期から 362 億円増の 2,585 億円。売上に関しては、170 億円増の 2,378 億

円。 

営業利益は 40 億円増の 153 億円で、主にポンプ事業が牽引して全体として増収増益となりまし

た。 

それでは、サブセグメント別に業績を見ていきます。 

まずポンプ事業では、前年同期と比較して増収増益となりました。 

建築設備市場ではグローバルで需要回復の動きが見られて、今年の春に買収したトルコのポンプメ

ーカー、これは名前を、バンサン社と申しますけれども、こちらも業績に貢献いたしております。 

それから石油・ガス市場では、期初より中国での石油化学プラント向けの新設案件等が好調に推移

しておりましたけれども、3Q の単独四半期では需要の伸びに一服感が見られました。一部では、
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資材高騰の影響や部材調達遅れなどが生じておりますが、営業利益は、建設設備市場での増収に加

えて、カスタムポンプにおける継続的な収益改善施策による増益となっております。 

次に、コンプレッサ・タービン事業です。これは減収増益でした。原油価格もコロナ禍以前の水準

まで回復しており、中東やインドなども投資案件に動きが見られました。 

また、北米においては、コロナの影響による営業活動の制限も改善の傾向にあって、受注は主にサ

ービス&サポートで前年同期を上回っております。 

売上は、期初の受注残の減少による減収となっておりますけれども、営業利益については、製品の

選択受注、それから原価低減などの収益性の改善が持続しております。 

冷熱事業は、増収減益でした。こちらは、中国市場での受注・売上は非常に好調だったんですけれ

ども、国内市場では、緊急事態宣言下のサービス&サポート需要の伸び悩みが影響して、減収減益

となっております。 

セグメントの損益の詳細につきましては、12 ページ以降に数値を載せておりますので、そちらを

併せてご確認ください。 
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次に、8 ページ目をご覧ください。こちらは、環境プラント事業になります。 

受注に関しては、前年同期から 716 円増の 1,196 億円。売上に関しては、60 億円増の 500 億円。

営業利益は、2 億円増の 41 億円で増収増益となりました。 

受注案件は、こちらのページの左下のほうに、主要受注案件に記載のとおりでございます。ごみ処

理施設の大型案件を上半期に 3 件受注しておりましたけれども、3Q も計画どおりに大型案件を 2

件受注しまして、受注は 1,000 億円超えと好調に推移いたしました。 

前期と比較しまして、EPC の工事案件が増加したことで、増収とはなっておりますけれども、オ

ペレーション&メンテンスのミックスによって、収益性は低下いたしました。 
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次に、9 ページをご覧ください。こちらは、精密・電子事業になります。 

受注は前年同期から 1,022 億円増の 1,972 億円。売上が 276 億円増の 1,308 億円。 

営業利益は 104 億円増の 180 億円で、受注・売上・営業利益は過去最高と好調に推移いたしまし

た。 

半導体市場においては、顧客全般での設備投資は引き続き高い水準で推移しておりまして、お客様

より早期に発注いただける動きもあって、受注は大きく伸長しています。製品、サービス&サポー

トともに増収となりました。 

営業利益は、増収に加えて CMP 事業において案件ミックスが改善したこと、それから顧客の高い

工場稼働率状況によって、サービス&サポートの売上が増加したことで、収益性の改善に寄与しま

した。また、ドライ真空ポンプの自動化工場の稼働も順調に進捗していまして、収益性の改善の効

果も出てきております。 

固定費に関しては、受注の拡大に対応した人件費や外注費の増加のほかに、自動化工場の関連固定

費などが増加しております。 
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最後に、2021 年の通期業績予想についてご説明させていただきます。こちら、10 ページになりま

す。 

2021 年の事業環境の認識でございますけれども、全体としてはコロナ禍からの経済活動正常化に

よって、当社の対面市場では需要回復が継続すると見ています。 

また、半導体市場においては、顧客による設備投資が計画されていることから、さらなる成長が見

込まれております。 

通期の業績予想につきましては、半導体需要の拡大に鑑みて、前回 8 月の発表の予想から精密・電

子事業の受注を 300 億円引き上げて、7,310 億円といたしました。 

売上利益面は、前回からの変更はございません。引き続き、今期計画である過去の最高益を目指し

て邁進してまいります。 

以上で、決算に関する内容をご説明しました。どうもありがとうございました。 
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